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１．モビリティ・マネジメントとは 

当該の地域や都市を、「過度に⾃動⾞に頼る状態」から、「公共交通や徒歩などを含め

た多様な交通⼿段を適度に（＝かしこく）利⽤する状態」へと少しずつ変えていく⼀連

の取り組み 

出典：モビリティ・マネジメント⼊⾨ 学芸出版社 

（１）ＭＭの考え⽅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動機づけ

ＭＭにより、いろいろな手段選択があることを知ってもらい、かしこいクルマ利用に

ついて考えてもらう。 

手段選択の選択肢が増える！ 

クルマは環境や健康によくない･･･ 

維持費もかかるし･･･ 

交通渋滞にもつながる･･･ 

～啓発冊子～ 
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（２）ＭＭの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻表 マップ 啓発冊子 

郵送 

ﾎﾟｽﾃｨﾝｸﾞ 

手渡し 

など 

バス停や鉄道の時刻表、バスマップ、クルマ利⽤に関する 

データ（CO2 排出量や消費カロリーの⽐較など）を送付する。 

交通実態 行動プラン票 

バスマップや時刻表を⾒ながら、クルマを使わない移動⽅法 

について考え、⾏動プラン票に記⼊してもらう。 

配
布 

郵送 

回
収 

事前調査：動機づけ 

郵送 

配
布
・
回
収 

情報提供・啓発により、移動⼿段に変化があったかどうか 

クルマ利⽤に関する意識に変化があったかどうか・・・ 

などを把握する。

事後調査：効果把握 

交通実態 



3 

２．実施するモビリティ・マネジメント（マイカー送迎 MM）について 

（１）マイカー送迎ＭＭについて 

モビリティ・マネジメント（以降ＭＭ）は、一定のエリアに全戸配布する居住地型ＭＭが

一般的である（他にも大きな企業において、通勤や業務でのクルマ利用を対象とした企業Ｍ

Ｍ、小学校等で教育的観点から実施する学校ＭＭがある）。 

しかし、今回、二宮町で予定しているのは、二宮駅でマイカー送迎を行なっている人に直

接配布する方法で、「マイカー送迎ＭＭ」という手法で行う。これは居住地型ＭＭでは、普段

二宮駅を利用していない人も対象者に多く含まれるため、今回のような二宮駅でマイカー送

迎対策と公共交通の利用促進を目的とした場合には、駅アクセス交通に的を絞り、直接原因

者に働きかけるターゲット型のＭＭがよいと考えられる。 

マイカー送迎ＭＭは、交通問題の原因者（マイカー送迎）に対して直接働きかけるため、

居住地型ＭＭに比べて効率的かつ行動変容効果が高いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）マイカー送迎ＭＭの実施事例 

マイカー送迎ＭＭは、まだ、全国的にも見られない手法であり、平成 23 年度に実施された

神奈川県相模原市橋本駅及び茨城県牛久市牛久駅の２地区のみである。 

当初、行動変容が難しいとされる通勤・通学（買い物等の私事交通が比較的行動変容する

可能性があるとされている）が対象となること、クルマを控える＝悪者的な扱いをされてい

るという対象者にネガティブな感情を抱かせてしまうことなどから、回収率が低く、効果も

期待できないのではないかという問題も考えられていたが、次頁に示す２地区の実施結果か

らは、そのような心配はないと言える。 

 

駅利用者 

クルマ非保有者 

クルマ保有者 

クルマ日常利用者 

マイカー送迎ＭＭの対象範囲 

ＭＭにより行動変容をする人

居住地型ＭＭの対象 
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 神奈川県相模原市橋本駅 茨城県牛久市牛久駅 

配布数（回収率） 事前：1,500（14.1％） 

事後：1,500（25.5％） 

事前：1,000（23.0％） 

事後：1,000（40.9％） 

 
※参考：相模原市橋本駅の事例 

 
事前マイカー送迎 MM 配布物の内容 

《橋本地区で得られた主な効果》 

・マイカー送迎が減少した（実験中 26％減、事後 16％減） 
・夜の平均駐停車時間が短くなった（事前 5.2 分→実験中 3.1 分→事後 4.4 分） 
・月 20 日以上利用していた人が 8 ポイント減少 

・無料バスチケットを約 30％の人が利用。利用目的の約半数が通勤・通学 

 

 

 

 

 

 

  

8 ポイント 

減少 

137

74

42

168

27

5

0 50 100 150 200

通勤

通学

仕事

私事

その他

未回答

N=453
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３．⼆宮駅マイカー送迎 MM 実施概要 

（１）実施⽬的 

・公共交通の利用促進（マイカーからバス利用へ） 

・マイカー送迎による駅前混雑緩和（マイカーから他の交通手段へ利用転換を促す。マ

イカー送迎以外は難しい場合は、駅前の駐車時間をできる限り短くする工夫と、適正

な場所での待機をお願いする） 

 

上記、モビリティ・マネジメントの目的に加え、 

・マイカー送迎の居住地分布の把握（町内の分布、町内外の利用割合等の把握） 

・コミュニティ交通のＰＲ 

・北口駅前広場及び町道 27 号交通規制解除の広報 

（２）実施概要 

・ＭＭの実施時期、配布・回収数等を以下に示す。 

 
配布⽇ 

配布数 配布⽅法・備考 
回答期限 

事前 

（11 ⽉） 

11 ⽉上旬 北⼝ 500 

南⼝ 300 

⼆宮駅北⼝・南⼝周辺でﾏｲｶｰ

送迎者への直接配布 11 ⽉下旬 

個別アドバイス 

（12 ⽉） 
12 ⽉上旬 － ご⾃宅へ郵送 

事後 

（12 ⽉） 

12 ⽉中旬 
北⼝ 500 

南⼝ 300 

⼆宮駅北⼝・南⼝周辺でﾏｲｶｰ

送迎者への直接配布 12 ⽉下旬 

（３）配布物 

・アンケートの種類別配布内容を以下に示す。 

種類 配布内容 

事前 

①アンケート票 

②啓発冊⼦ 

③バス路線図 

④北⼝駅前広場の改良、町道 27 号交通規制解除のお知らせ 

個別アドバイス ①個別アドバイスシート 

事後 
①アンケート票 

②前回調査結果のお知らせ 


